
プリンターでバイオリン、
その設計と製作

都産技研では、 プリンター、 スキャナー、 などを含む『 ものづく
り』関連の設備を運用して技術支援を実施しています。これらの設備と技術を連携活
用し、実際に演奏可能なバイオリンを設計・製作しました。

 主要部分がプラスチック製となるので、湿度変化による影響が
少ない

 一体成形が可能なので、比較的丈夫かつ組立工数が少ない
 素材の均一性が確保されるので、同一の品物を何度でも製作
できる

 使用者の用途や好みに応じたカスタマイズ性が高い

 ラピッドプロトタイピングシステムによる弦楽器の作製：
音講論 年

 付加製造バイオリンの設計と製作：音講論
年

 都産技研 プリンターでバイオリン、その設計と製作：
動画

 プリンターで実用物をつくれる時代に：
年 月号

従来の木製バイオリンと較べての優位性

今後の展開

共同研究者 阿保友二郎、 紋川 亮、 服部 遊、月精智子、木暮尊志、大久保 智、三浦由佳、宮入 徹、村上祐一（都産技研）
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 ものづくり技術を利活用した具体的な実施例を提示
 プリンター製カスタマイズ製品の実用化

概要

特許第 号

研究員からのひとこと
プリンターは試作用途のみならず、実用物

の製造手段への発展が期待されています。その
適用例の一つとしてご紹介します。
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